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研修管理委員会 

プログラム責任者（研修プログラムの企画立案・実施の管理） 

各診療科・部門 

研   修   医 

報告・連絡・相談 指導 

〔構成員〕 
・基幹型病院の管理者 

   （・臨床研修修了の管理、研修中断時の進路指導） 
・基幹型病院の事務部門責任者 

・プログラム責任者 

・協力型病院・協力施設の研修実施責任者 

・外部有識者等 

・研修プログラムの作成やプログラム間の調整 

・臨床研修実施の統括管理（研修医の採用・中断・評価等） 

報告 指導監督 
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指導 

・研修方針の指示 

・決定事項伝達 

・臨床研修に 

 関する啓発 

・研修目標達成状況 

 /評価の報告 

（担当分野の 

研修期間修了時） 

・助言、指導 
・研修プログラ  
 ムの調整 

研修進捗状況 

の情報提供 

修了基準に不足して
いる部分についての
研修が行えるようプ
ログラム責任者や指
導医に指導・助言 

臨床研修を行う病院の組織体制 

上級医 

資料１－１ 

臨床研修指導医 



基幹型 

臨床研修 

協力施設 

協力型 

臨床研修 

協力施設 

・医師の往来 

・医療機器の 
 共同利用 

緊
密
な
連
携
体
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○臨床研修協力施設  
   臨床研修病院と共同して臨床研修を行う施設 
（例えば、へき地・離島診療所、中小病院・診療所、保健所、介護老人保健施
設、社会福祉施設、赤十字社血液センター、各種検診・健診の実施施設等） 

協力型 
○協力型臨床研修病院  
  基幹型臨床研修病院と共同して 
  臨床研修を行う病院  

○基幹型臨床研修病院 

  臨床研修全体の管理を行う病院であって、 
  他の病院等と共同して臨床研修を行う病院 

臨床研修病院群の概要 資料１－２ 
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基幹型病院 

協力型病院 

臨床研修協力施設 

協力型病院 

臨床研修協力施設 

基幹型病院 基幹型病院 

協力型臨床研修病院、 
臨床研修協力施設 
とで構成 

協力型臨床研修病院 
とで構成 

臨床研修協力施設 
とで構成 

９４２病院 ２６病院 ５８病院 

Ａ型 Ｂ型 Ｃ型 

○ 基幹型臨床研修病院１，０２６病院について、病院群の類型を３つに整理 
 （病院数は平成24年度に臨床研修を実施予定の病院数） 

※ Ｃ型の病院群では、必ず臨床研修協力施設
に医療機関が含まれる。 

 ※  臨床研修協力施設  

○臨床研修病院と共同して臨床研修を行う施設（例：へき地・離島診療所、中小病院・診療所、保健所、
介護老人保健施設、社会福祉施設、 日本赤十字社血液センター、各種検診・健診の実施施設等） 

○原則として、全研修期間のうち、基幹型病院での研修は８ヶ月以上、臨床修協力施設での研修は
３ヶ月以内（へき地・離島診療所は除く）。 

臨床研修病院群の概要② 資料１－２ 

3 



改善すべき点 良かった点 

臨床研修を行う病院の体制（大学病院） 

平成22年度厚生労働科学研究「初期臨床研修制度の評価のあり方に関する研究」（研究代表者：桐野髙明国立国際医療研究センター
総長）の結果を研究代表者から提供 

大学病院で研修（３３３人） 

１．将来希望する診療科の実態が把握出来た 63.4% 

２．指導医の数が豊富であった 48.0% 

３．多くの診療科をローテート出来た 43.5% 

※・・「新制度（平成16～平成19年卒）および旧制度（平成13～15年卒）で臨床研修を実施」した各医師を対象に、「臨床研修を行った病
院で特に改善して欲しい点」の選択肢を複数回答（回答率が20％以上で、かつ上位３項目までの回答のみを掲載） 

大学病院で研修（２８５人） 

１．多くの診療科をローテートするため 
  深く学べなかった 

40.4% 

２．手技を豊富に経験出来なかった 32.3% 

３．一般的な疾患を多く経験出来なかった 28.4% 

大学病院で研修（３６０人） 

１．研修プログラムが充実して 
  いなかった 

30.6% 

２．多くの診療科を選択出来なかった 28.6% 

３．手技を豊富に経験出来なかった 26.9% 

大学病院で研修（４１８人） 

１．将来希望する診療科の実態が把握 
  出来た 

49.5% 

２．手技を豊富に経験出来た 47.4% 

３．熱心な指導医がいた 39.7% 

改善すべき点 良かった点 

新制度 

旧制度 

資料１－３ 
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臨床研修を行う病院の体制（臨床研修病院） 

平成22年度厚生労働科学研究「初期臨床研修制度の評価のあり方に関する研究」（研究代表者：桐野髙明国立国際医療研究センター
総長）の結果を研究代表者から提供 

※・・「新制度（平成16～平成19年卒）および旧制度（平成13～15年卒）で臨床研修を実施」した各医師を対象に、「臨床研修を行った病
院で特に改善して欲しい点」の選択肢を複数回答（回答率が20％以上で、かつ上位３項目までの回答のみを掲載） 

臨床研修病院で研修（３５２人） 

１．一般的な疾患を多く経験出来た 67.3% 

２．診療科同士の垣根が低かった 64.8% 

３．手技を豊富に経験出来た 59.9% 

臨床研修病院で研修（２９９人） 

１．シュミレーターや図書など機器や設備が充実 
  していなかった 

32.1% 

２．多くの診療科をローテートするため深く学べ 
  なかった 

31.1% 

臨床研修病院で研修（７３人） 

１．多くの診療科をローテートするため深く   
  学べなかった 

23.3% 

１．シュミレーターや図書など機器や設備が   
  充実していなかった 

23.3% 

３．研修プログラムが充実していなかった 21.9% 

３．臨床研修後の進路が整っていなかった 21.9% 

臨床研修病院で研修（９４人） 

１．一般的な疾患を多く経験出来た 67.0% 

２．手技を豊富に経験出来た 63.8% 

３．研修医1人当たりの症例数が充実していた 61.7% 

改善すべき点 良かった点 
新制度 

改善すべき点 良かった点 
旧制度 

資料１－３ 
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臨床病理検討会（ＣＰＣ） の開催状況 
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○病床規模が大きくなるほど、ＣＰＣの実施回数が多くなる。 
○小規模病院においても、一定程度のＣＰＣを実施している。 

資料１－４ 
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指導医講習会の現況 

 

 

趣旨 臨床研修指導医の資質の向上及び臨床研修を行う病院・施設における適
切な指導体制の確保に資することを目的とする 

期間 講習時間は１６時間以上、かつ原則２泊３日以上 
（指導医講習会の開催期間が１泊２日でも講習時間は１６時間以上確保） 

形式 ワークショップ（参加者主体の体験型研修）形式 
  ・参加者が能動的・主体的に参加するプログラム 
  ・参加者が６名から１０名までのグループに分かれて行う討議及び発表を重視した内容 
  ・グループ討議やグループ発表の結果が盛り込まれた講習会報告書が作成される 

テーマ   ・新たな医師臨床研修制度 
  ・プライマリ・ケアの基本的診療能力 
  ・医療の社会性 
  ・患者と医師との関係 
  ・医療面接 
  ・根拠に基づいた医療（ＥＢＭ） 
  ・医療安全管理 
  ・地域保健・医療 
  ・指導医の在り方 
  ・研修プログラムの立案 
  ・研修医、指導医及び研修プログラムの評価 

修了 指導医講習会の修了者に対して、修了証書が交付される 

資料１－５ 
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Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

修了者数 1351 6462 5407 4816 4627 8676 6772 5590 

講習会回数 37 181 172 159 150 236 204 170 
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指導医講習会の現況② 

※平成16年3月18日に発出した「医師の臨床研修に係る指導医講習会の開催指針」にのっとった講習会。 
※平成15年6月12日から平成23年3月31日までの開催状況  （医師臨床研修推進室確認分） 

○現在までに、講習会は延べ１，３０９回開催され、講習会修了者数は延べ４３，７０１人にとなっている 

講習会回数 

修了者数 

資料１－５ 
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